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３ 成果概要 

（１）研究目的 

我国における 2015 年のあずきの生産量は、ピーク時である 1961 年の約 35％にまで減少

している。一方、あずきと同じく代表的な豆類である大豆の 2005 年の生産量は 1970 年代

の約二倍に増加している。この大豆生産量の増加については種々の要因が考えられるが、そ

の一つとして、大豆の高い栄養機能（大豆タンパク質の脂質代謝改善能）が国民に認知され

たことが挙げられる。最近、あずきの乾燥粉末の抗肥満効果が報告された（Kim ら, 2016）

が、その作用機構については明らかにされていない。しかしながら、あずきエキスには膵消

化酵素に含まれるリパーゼ（LPL）の阻害効果が（Kitano-Okadaら, 2012; Maruyama ら, 2008）、

あずき粉末には消化管の糖質分解酵素であるα-グルコシダーゼの阻害効果が（Yao と Ren, 
2014）、それぞれ報告されていることから、これらの消化酵素の阻害効果があずきの抗

肥満効果に関与している可能性があると考えられる。 

本研究では、我が国におけるあずき産業の振興に資する為の一環として、あずきの抗肥満

作用機構を明らかにする目的で、あずきに含まれる抗肥満因子の同定を試みる。 

 

（２）研究方法及び手法 

１）抗肥満作用を示すあずき分画画分の特定とその抗肥満作用機構の解明 

6 週齢の雄マウス（C57/BL6）を 1 週間馴致後、体重が等しくなるよう 6 匹×4 群に群分け

し、対照群にはカゼインを唯一のタンパク質源とした高脂肪食飼料（対照飼料）を給与し、

残りの群にはあずき粉末、精製あずき 7S グロブリン、あずきエキス、或いはあずきポ

リフェノールを含む飼料を、それぞれ 6 週間に渡り給与した。6 週間後、体重を測定した

後、イソフルラン麻酔下で腹部大静脈より採血した。頸椎脱臼により安楽死後、肝臓、腓腹

筋及び腹部脂肪（精巣上体周囲脂肪および腎周囲脂肪）を摘出し、それぞれの重量を測定し

た。また、血漿を分離後、グルコース、遊離脂肪酸、及び中性脂肪の濃度を測定した。更に、

肝臓の糖・脂質代謝関連遺伝子の mRNA 量をリアルタイム PCR 法によって測定した。 

２）あずき分画画分に含まれる抗肥満因子の同定 

 カゼインおよびあずき 7S グロブリンを、Nakajima ら（2011）方法により、ペプシン-
パンクレアチン処理し、酵素分解した。これらの酵素分解物を用いて、Liu ら（2017）
の方法によりリポプロテインリパーゼ（LPL）活性阻害効果を、Yao と Ren（2014）の

方法によりα-グルコシダーゼ活性阻害効果を、それぞれ測定した。 

 

（３）研究成果 



あずき 7S グロブリンとあずきエキス給与群において、腹部脂肪重量割合がそれぞれ

22.8％、及び 19.6％低下した。血中成分及び肝臓糖脂質代謝関連遺伝子の mRNA 量には有

意な差は認められなかった。これらの結果から、あずきに含まれる抗肥満因子はあずき 7S

グロブリンとあずきエキスの両画分に存在することが示唆された。 

あずきエキスについてはポリフェノールが消化管におけるリパーゼ阻害による脂肪吸収

抑制効果が報告されているが、あずき 7S グロブリンの効果については調べられていない。

一方、あずき 7S グロブリンは消化管におけるグルコシダーゼ阻害によって脂肪の原料とな

る糖の吸収を抑制することが示唆されている。そこで、今回認められたあずき 7S グロブリ

ンの腹部脂肪割合低下の機構解明の一環として、あずき 7S グロブリンのペプシン-パンクレ

アチン分解物を調製し、in vitro 条件下そのリパーゼ活性及びグルコシダーゼ活性の阻害効

果を調べた。その結果、あずき 7S グロブリン分解物のα-グリコシダーゼ活性阻害効果は、

カゼイン分解物のそれよりもむしろ弱いことが明らかになった（図１）。一方、あずき 7S グ

ロブリン分解物は LPL 活性阻害効果を示したが、カゼイン分解物は LPL 活性をむしろ高め

ることが明らかになった（図２）。これらの結果から、あずき 7S グロブリン分解物は糖の吸

収を促進する一方で、脂肪の吸収を抑制することによって腹部脂肪蓄積を抑制する可能性

が示された。今後、あずきエキスと 7S グロブリン分解物を HPLC を用いて分画し、今回用

いた in vitro の評価系でそれぞれの画分からリパーゼ活性抑制因子を同定し、その混合物が

高脂肪食給与マウスにおいて抗肥満効果を示すことを明らかにできれば、あずきの抗肥満

食品素材としての啓蒙促進による需要拡大が期待できる。 

 以上、本研究の結果から、あずき 7S グロブリンとあずきエキスに含まれる LPL 活性阻害

因子が、食餌脂肪の吸収を抑制することによって抗肥満効果を示されることが示唆された。

今後は、あずき 7S グロブリン分解物とあずきエキスを分画し、今回用いた in vitro の系でそ

の分画物の LPL 活性抑制効果を比較することにより、あずきに含まれる抗肥満因子を同定

できることが示唆された。 
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図 1 α-グルコシダーゼ活性に及ぼす酵素分

解物の影響 

○はカゼイン、●はあずき 7S グロブリンの

分解物の平均値±標準誤差を示す。*は 0 

mg/mlに対して危険率 5%未満で有意差がある

 

図 2 LPL 活性に及ぼす酵素分解物の影響 

○はカゼイン、●はあずき 7S グロブリンの

分解物の平均値±標準誤差を示す。*は 0 

mg/mlに対して危険率 5%未満で有意差がある

ことを示す。 


